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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型）」は、2023年１月24日に第７期の決算を行ない
ましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2016年１月29日から2026年１月26日までです。 

運 用 方 針 
主として、「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長を

めざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

分 配 方 針 
毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 
＜643017＞ 

ジャパン・ロボティクス株式ファンド
（１年決算型） 

第７期（決算日 2023年１月24日）
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ROBO Japan Robotics 
and Automation UCITS指数 株   式 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

３期(2019年１月24日) 12,624 0 △21.4 130.88 △41.3 95.5 76,065 

４期(2020年１月24日) 15,378 0 21.8 175.45 34.0 96.5 67,830 

５期(2021年１月25日) 19,222 0 25.0 222.49 26.8 96.9 54,472 

６期(2022年１月24日) 17,375 0 △ 9.6 196.60 △11.6 95.6 42,679 

７期(2023年１月24日) 16,125 0 △ 7.2 190.87 △ 2.9 96.4 39,650 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数は、ROBO Global Partners Ltdが開発した、日本のロボティクス関連等の株式を対象

にした指数です。なお、設定時を100として2023年１月24日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

R O B O  J a p a n  R o b o t i c s 
and Automation UCITS指数 株   式 

組 入 比 率 
 騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2022年１月24日 17,375 － 196.60 － 95.6 

１月末 16,617 △ 4.4 190.37 △ 3.2 96.0 

２月末 16,375 △ 5.8 185.32 △ 5.7 96.0 

３月末 17,355 △ 0.1 190.42 △ 3.1 96.5 

４月末 16,486 △ 5.1 177.97 △ 9.5 96.1 

５月末 16,530 △ 4.9 184.03 △ 6.4 96.0 

６月末 15,477 △10.9 179.56 △ 8.7 96.1 

７月末 16,586 △ 4.5 192.74 △ 2.0 96.7 

８月末 16,508 △ 5.0 194.37 △ 1.1 96.4 

９月末 15,069 △13.3 176.10 △10.4 95.7 

10月末 16,049 △ 7.6 184.45 △ 6.2 96.2 

11月末 16,274 △ 6.3 185.68 △ 5.6 96.0 

12月末 15,097 △13.1 172.51 △12.3 96.2 

(期  末)      

2023年１月24日 16,125 △ 7.2 190.87 △ 2.9 96.4 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

○運用経過 (2022年１月25日～2023年１月24日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額およびROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数は、期首（2022年１月24日）の値が基準価額と同一とな

るように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） ROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数は当ファンドの参考指数です。 

 
○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、わが国の金融商品取引所に上場されているロボティクス関連企業の株式に実質的

な投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準

価額の主な変動要因は、以下の通りです。 
 

＜値上がり要因＞ 

・円安／アメリカドル高基調を受けて輸出企業の業績改善が見込まれたこと。 

・政府が新型コロナウイルスの水際対策で止めていた外国人観光客の受け入れを再開すると表明し、経済活

動の正常化が期待されたこと。 

・米国の消費者物価指数（ＣＰＩ）が市場予想を下回り、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の利上げペース

が減速するとの期待や、公表された米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）の議事要旨における利上げペース

減速の示唆を受けて、米国の金融引き締めへの警戒感が和らいだこと。 

・「ネットワンシステムズ」、「ディスコ」、「システナ」などの株価上昇がプラスに寄与したこと。 

期中の基準価額等の推移 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

＜値下がり要因＞ 

・ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が継続し、供給混乱を受けたインフレ懸念の高まりから世界景気の

悪化が警戒されたこと。 

・インフレ抑制のため欧米の主要中央銀行による金融引き締めの動きが相ついでいることを受けて、世界経

済の減速への警戒感が高まったこと。 

・日銀が金融政策決定会合において長期金利の許容変動幅の拡大を決定したことを受けて、国内長期金利の

上昇による景気の先行き不透明感が広がったこと。 

・「リクルートホールディングス」、「野村総合研究所」、「日本電産」などの株価下落がマイナスに影響したこと。 

 

 

（株式市況） 

国内株式市場では、株価は期間の初めと比べてまちまちの動きとなりました。 

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が継続し、供給混乱を受けたインフレ懸念の高まりから世界景気の

悪化が警戒されたことや、インフレ抑制のため欧米の主要中央銀行による金融引き締めの動きが相ついでい

ることを受けて世界経済の減速への警戒感が高まったこと、日銀が金融政策決定会合において長期金利の許

容変動幅の拡大を決定したことを受けて、国内長期金利の上昇による景気の先行き不透明感が広がったこと

などが株価の重しとなる一方、円安／アメリカドル高基調を受けて輸出企業の業績改善が見込まれたことや、

政府が新型コロナウイルスの水際対策で止めていた外国人観光客の受け入れを再開すると表明し経済活動の

正常化が期待されたこと、米国のＣＰＩが市場予想を下回り、ＦＲＢの利上げペースが減速するとの期待や、

公表されたＦＯＭＣの議事要旨における利上げペース減速の示唆を受けて、米国の金融引き締めへの警戒感

が和らいだことなどが株価の支援材料となり、株価はまちまちの動きとなりました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ない

ました。 

 

（ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド） 

当ファンドでは、ボトムアップアプローチの運用力を十分に活かし、中長期的な企業評価を重視した銘柄選

択により、急速な拡大が期待されるロボティクス市場で高い成長が見込まれると考える企業に注目して運用

を行ないました。 

期間中は、ロボティクス関連のテーマ性は継続するものの、ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）評価

において相対的に懸念のある銘柄を５銘柄、またＴＯＢに伴ない上場廃止となる銘柄を１銘柄、全売却しました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第７期 

2022年１月25日～ 
2023年１月24日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 6,982   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） ROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数は当ファンド

の参考指数です。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を原則と

して高位に組み入れて運用を行ないます。 

 

（ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド） 

国内株式市場は、インバウンド回復など経済活動正常化への期待が支えとなる一方、海外景気を巡る不透明

感や欧米などの利上げ動向、日銀のさらなる金融政策修正を巡る思惑とそれに伴なう円高懸念が重しとなる

見込みです。また、引き続きウクライナ情勢、米中景気の回復ペース鈍化、米国のインフレ懸念などへの警戒

感にも注意が必要と考えています。中国はゼロコロナ政策を事実上緩和したものの、日本側の中国からの入国

制限が強化されるなど、インバウンドのさらなる回復を巡っては不透明な状況です。日銀の政策修正を巡って

は、春の総裁交代など新体制移行にかけて懸念がくすぶる見込みです。新型コロナウイルスの「５類」への変

更検討の動向なども注目されると考えています。 

ポートフォリオの構築においては、ボトムアップアプローチの運用力を十分に活かし、中長期的な企業評価

を重視していく方針です。具体的には、日本の独自の差別化されたロボティクス関連技術やブランド力が海外

で普及することにより業績を伸ばせる企業、日本国内の少子高齢化による労働力不足、インフラの老朽化、介

護・医療負担の増加などの課題に対し、ロボティクス関連技術を用いたサービスや製品の提供で解決を図るこ

とにより業績を伸ばせる企業に注目しています。また「ロボティクス関連事業」は、分野によっては市場がま

だ成長の初期段階にあり、関連する企業の規模が小さいケースも想定されることから、中・小型の企業にも積

極的に投資を行なう方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年１月25日～2023年１月24日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 276  1.705  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (134)  (0.825)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (134)  (0.825)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.055)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 4   0.024   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.024)   

（c） そ の 他 費 用 3   0.018   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.004)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  2)  (0.014)  印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用 

 合 計 283   1.747    

期中の平均基準価額は、16,201円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.74％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

○売買及び取引の状況 (2022年１月25日～2023年１月24日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 601,529 1,096,417 932,448 1,699,686 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年１月25日～2023年１月24日) 

 

項 目 
当 期 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 15,098,035千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 50,706,898千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.29   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月25日～2023年１月24日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年１月25日～2023年１月24日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年１月25日～2023年１月24日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年１月24日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 21,974,127 21,643,208 39,446,911 
 
（注） 親投資信託の2023年１月24日現在の受益権総口数は、28,094,947千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年１月24日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 39,446,911 98.6 

コール・ローン等、その他 579,772 1.4 

投資信託財産総額 40,026,683 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

 

 

親投資信託残高 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年１月24日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 40,026,683,762   

 コール・ローン等 539,877,096   

 ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド(評価額) 39,446,911,833   

 未収入金 39,894,833   

(B) 負債 376,282,513   

 未払解約金 28,882,058   

 未払信託報酬 341,065,475   

 未払利息 171   

 その他未払費用 6,334,809   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 39,650,401,249   

 元本 24,589,134,351   

 次期繰越損益金 15,061,266,898   

(D) 受益権総口数 24,589,134,351口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,125円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は24,564,293,426円、期中追加設定元

本額は2,650,274,376円、期中一部解約元本額は2,625,433,451

円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.6125円です。 
 

○損益の状況 (2022年１月25日～2023年１月24日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       108,782   

 受取利息 455   

 支払利息 △       109,237   

(B) 有価証券売買損益 △ 2,098,631,103   

 売買益 245,569,524   

 売買損 △ 2,344,200,627   

(C) 信託報酬等 △   694,128,999   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 2,792,868,884   

(E) 前期繰越損益金 5,603,254,952   

(F) 追加信託差損益金 12,250,880,830   

 (配当等相当額) (   7,582,803,072)  

 (売買損益相当額) (   4,668,077,758)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 15,061,266,898   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 15,061,266,898   

 追加信託差損益金 12,250,880,830   

 (配当等相当額) (   7,587,716,031)  

 (売買損益相当額) (   4,663,164,799)  

 分配準備積立金 9,580,470,123   

 繰越損益金 △ 6,770,084,055   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 
 

（注）分配金の計算過程（2022年１月25日～2023年１月24日）は以下の通りです。 

項 目 
2022年１月25日～ 
2023年１月24日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 7,587,716,031円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 9,580,470,123円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 17,168,186,154円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 6,982円 

g. 分配金 0円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（１年決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2022年１月25日から2023年１月24日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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